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１．はじめに
　平成20年３月に告示され、平成24年度より完全実施された中学校学習指導要領に続き、１年遅
れて実施された高等学校学習指導要領においても「音楽に関する知的財産権などについて配慮し、
著作物等を尊重する態度の形成を図るようにする。」という文言が加わった。具体的には、音楽Ⅰ
における「３　内容の取扱い」の（８）である。この部分については、音楽Ⅱ、音楽Ⅲでも準用す
る扱いになっている。これについて、『高等学校学習指導要領解説　芸術（音楽　美術　工芸　書
道）編　音楽編　美術編』の記述を要約すると、
１）「知的財産権」の中の一つに著作権があり、そこには著作物を保護する著作者の権利と実
演等を保護する著作隣接権があること
２）著作者等の了解なしに利用できる条件について、一層正しく理解される必要があること
３）インターネットを通じて配信されている音楽についても、著作権が存在することについて
の認識が十分ではない現状も見られるので留意する必要があること
４）指導に当たっては、授業で表現・鑑賞したりする楽曲について、著作者や実演家等がいる
ことや、その人たちの作品であることを生徒が意識できるようにすること
となっており、これらは『中学校学習指導要領解説　音楽編』とほぼ同じである（ただし、中学校
には著作隣接権については言及がない）。
　拙稿（2013）では、平成24年度から使用されている中学校音楽科教科書に掲載されている「音
楽に関する知的財産権」の内容について比較検討を行った。そこで本稿では、平成25年度から使
用されている高等学校の音楽Ⅰの教科書について、同様の検討を行うこととする。中学校での内容
を受けて、高等学校においてはどのようなことを身に付けさせれば良いのか、またそれをどのよう
なプロセスで教育していくのかというようなカリキュラムや教材開発など、今後の研究への足がか
りとすることが目的である。なお、今回も前回同様、「音楽に関する知的財産権」のトピックペー
ジの分析に限ることとし、それらを表現や鑑賞の活動にどのように取り入れて指導していくかにつ
いては今後の研究に譲ることとする。
２．分析
（１）対象
　本稿での分析対象は、
①『音楽Ⅰ　Tutti』（教育出版）p.89
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②『高校音楽Ⅰ　Music View』（教育出版）p.33
③『MOUSA １』（教育芸術社）p.39
④『高校生の音楽１』（教育芸術社）p.129
⑤『高校生の音楽１』（音楽之友社）p.109
⑥『ON! １』（音楽之友社）p.133
とする（以下、本文中では番号で示すことがある）。次項よりそれぞれの内容についてまとめるこ
とにする。なお、①と②については、内容同一のため、一括して分析することとする。
（２）①『音楽Ⅰ　Tutti』、②『高校音楽Ⅰ　Music View』（教育出版）
　タイトルは「著作権を守ろう」である。
　本文は「音楽をはじめ絵画、文学、映像、コンピュータ・プログラムなどの創作物には著作者が
存在し、一定の期間「著作権」という権利を有します。みなさんがつくった作品にも著作権があり
ます。楽譜や音源を利用する際は、著作者の権利を尊重し、ルールを守りましょう。」とある。創
作物に著作権があるということと、利用するときにルールを守るべきであるとは書かれているが、
著作権がどんなものなのか、どんなルール（著作財産権、著作者人格権、保護期間など）が存在す
るのかは書かれていない。
（３）③『MOUSA １』（教育芸術社）
　タイトルは「ルールを守って音楽を楽しもう　―著作権について―」である。
　まず、著作物や著作権の定義がされ、著作権と著作隣接権について説明されている。それらと利
用者（教科書では「ユーザー（使用者）」）が利用するときの関係が図式化されている。また、著作
物、複製権、公衆送信権について、生徒が直面しそうな事例について解説されている。著作権管理
団体の権利委託についても書かれている。
（４）④『高校生の音楽１』（教育芸術社）
　タイトルは「音楽の著作権について知ろう」である。
　まず、教師と生徒の対話の形式により、音楽の著作物の利用の仕方について説明がされている。
その下に解説がある。著作権管理団体に使用料を支払うことやレコード製作者の著作隣接権につい
ての説明がある。保護期間や権利制限規定の学校での利用について説明されている。
（５）⑤『高校生の音楽１』（音楽之友社）
　タイトルは「音楽や楽譜は守られている」である。
　著作権や著作物の簡単な説明の後、保護期間についての説明、著作隣接権というものもあること
が紹介されている。また、利用する側の視点で、複製やダウンロードについて、授業や私的使用の
例外を除いては、著作者の許諾が必要になることが説明されている。筆者が１で要約した学習指導
要領解説の１）～３）が意識されていると考えることができる。
（６）⑥『ON! １』（音楽之友社）
　タイトルは「音楽の著作権とは……？」である。
143
　大きく４つの項目に分けられている。１つ目は、知的財産権の定義である。２つ目は、著作権（狭
義の著作権、著作財産権）と著作隣接権の説明と、それぞれの保護期間についてである。３つ目
は、著作権や著作隣接権を有する楽曲、演奏、ＣＤ、放送や有線放送を利用するには権利者の許諾
が必要であることが書かれている。４つ目は、身近な権利制限規定について、特に私的使用と教育
について、事例を交えながら解説している。
３．まとめ
　以上、３社６種類の高等学校音楽Ⅰ教科書の内容を要約したが、これをそれぞれが著作権法のど
の条文に該当するのかに視点を置き、表にまとめることにする。
著作権法条文 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥
第 10 条（著作物の例示） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 21 条（複製権） ○ ○ ○ ○
第 22 条（上演権及び演奏権） ○
第 23 条（公衆送信権等） ○ ○
第 30 条（私的使用のための複製） ○ ○ ○
第 35 条（学校その他の教育機関における複製等） ○ ○ ○ ○
第 51 条（保護期間の原則） ○ ○ ○
第 89 条（著作隣接権） ○ ○ ○ ○
　表より、教科書によって取り扱う内容に差が生じていることが分かる。しかし、多くは学習指導
要領解説の文言を意識していると言えるのではないか。特に、１の２）で挙げた権利制限規定は、
第30条と第35条が選択されている。楽譜やＣＤ等の複製について、どこまでが自由に行えるのか
を知ることは大切であるだろう。また、学校で様々なものが複製されていることから、生徒自身が
同じように複製できると勘違いしてしまわないように説明することも大切である。権利制限規定に
は様々なものがあるので、その中からこの２つを選択したのは「音楽に関する知的財産権」として
は妥当かも知れない。あと、第38条（営利を目的としない上演等）が加わっても良いかも知れない。
その他の項目も簡単にではあるが触れられている。それから、保護期間についても、著作物を利用
する時に非常に重要であるから、きちんと理解する必要があろう。そして著作財産権については、
教科書に第21条、第22条、第23条が挙げられているが、第26条の２（譲渡権）、第26条の３（貸与
権）、第27条（翻訳権、翻案権等）あたりを取り上げても良いかも知れない。特に、第27条につい
ては、教科書に掲載されている編曲作品を用いて授業を行うことも考えられそうである。
　少々苦言を呈することになってしまうが、①と②については、説明が簡潔過ぎるような気もす
る。教科書の該当部分を読んだだけでは、どんな権利があるのかも分からなければ、利用する際に
どんなルールがあるのかも分からない。教師側の授業展開の工夫が求められそうである。もしかし
たら、音楽ⅡやⅢの教科書で取り上げることになっているのかも知れないが、高等学校芸術科は科
目履修が積み上げ方式になっていることと、原則１科目２単位の履修が最低基準となっていること
から、ⅡやⅢまで履修する学校はそう多くない。やはりⅠにおいて詳しく扱うのが良いのではない
か。
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４．おわりに
　ここまで、教科書の検討を行ってきた。今回、学習指導要領が改訂されてから初めての教科書の
発行ということで、生徒に提供する内容が定まっていない部分も多いことが見受けられる。また、
中学校と同様、学習指導要領解説の要約４）にあるような、授業で表現・鑑賞したりする楽曲との
関連については全く扱われていないのが現状である。
　まだこの内容については研究が始まったばかりである。今後、この分析を踏まえて、高等学校芸
術科音楽における「音楽に関する知的財産権」について、生徒に本当に身に付けさせるべき内容は
何か、またそれをどのようなプロセスで教育していくのかといったカリキュラムや教材開発を行っ
ていきたい。その際、いち早く知的財産権について取り上げている他教科についても分析を行いた
い。また、それを教育する高等学校音楽科の教員や、教員を目指している学生への教育プログラム
作成なども研究対象としていきたい。
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